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特集 2005 ● お客様とともに　環境負荷削減に貢献するYOKOGAWA

工場そのものが省エネルギーのショールーム
　我が国において、大規模な事業所でのエネルギー対策

は年々強化され、まさに「乾いたぞうきんを絞るような」省

エネルギー対策が求められています。

　甲府工場では、1980年代から省エネルギー、環境対

策に取り組んできており、これらを工場見学コースの中に

組み入れた形で説明していましたが、2005年3月に省エ

ネルギーをメインに独立した省エネ工場見学ツアーを開

始しました。さらにコースを整備して、今も進化を続けな

がら、工場そのものを省エネルギーのショールームにして

いると言えます。

　計測と制御はYOKOGAWAの主力ビジネスであり、その

技術を活用したファシリティマネジメントにおけるエネル

ギー管理システムは、いわばYOKOGAWAの得意とする

分野です。省エネ工場見学コースは甲府工場の省エネル

ギーへの取り組み、環境への取り組みを知っていただくと

同時に、YOKOGAWAの省エネルギービジネスを紹介す

るという位置づけになっています。

見えないエネルギーを“見える化”する
　省エネルギーシステムのキーワードは“見える化”。狙い

は、目に見えないため、どうしても品質・安全の次に位置

づけられてしまいがちなエネルギー消費、省エネルギー

効果を、表示システムなどを使って分かりやすく目に見え

甲府工場に省エネルギー
見学コースを開設
省エネ工場見学ツアー
YMG甲府工場は、ISO14001認証取得、廃食油を使った通勤バス運行、太陽光発電の導入など
環境対策・省エネルギーに取り組んできました。その甲府工場にYOKOGAWAの最新技術に基づく
省エネルギーシステムを導入、省エネ工場見学ツアーを開始したのが2005年3月。
さらにその後も進化を続け、目指すのは、“省エネルギーのモデル工場”です。

小型コントローラを既存の送水ポンプ制御設備に追加するだけで、
いつでもどこでもWebブラウザで運転状況がリアルタイムで確認で
き、年間最大90%のポンプの電力削減を可能にします。削減効
果が目で見えるだけでなく、設定の変更も簡単です。

InfoEnergy
省エネ支援システム

Topics

InfoEnergyは、既存システムを統合してネットワーク化、省エネに
必要な機能をオールインワンにまとめて“見える化”します。これによ
り現状が誰にでも把握でき、有効な対策を打ちやすく、効果もす
ぐに確認できるようになります。このようなことから意識が変わり、
省エネ対策に必要な全員の参加を可能にするシステムです。

お
客
様
と
と
も
に

エコノパイロットシリーズ
熱源2次ポンプ省エネ制御システム

Topics
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「省エネ工場見学ツアー」
を体験したお客様の評価

Topics

見学者アンケートなどでは、コース構成やプレゼンテーションの内
容、説明パネル、対応者について高い評価をいただいています。
特にオープンなコース設定、具体的で丁寧な対応などには評価の
声が集まりました。すべての方から見学が有効だったとの回答があ
り、13%は設備やシステムの受注に結びついています。

全員参加による
照明電力の削減

Topics

る形にすることにあります。費用対効果を含めて分かりや

すく“見える化”することで、経営層にも納得してもらいや

すいと評価をいただいています。

　昨年1年間で45社270人が省エネ工場見学コースを見

学。そのうち82%がメーカーの方で、実際に工場で省エ

ネルギーに取り組んでいる担当者がほとんど。質問の内

容から、現場で省エネに苦労している状況がひしひしと伝

わってきます。

省エネは機械ではなく人が相手
　見学コースは、初めにプレゼンテーションを1時間、そ

の後1時間から1時間半をかけて甲府工場内を回る設定。

　なかでも「エコノパイロットシリーズ」の実演は、最も省

エネを体感できるところ。スイッチを入れると、みるみる

うちにポンプの回転数が落ち、2台のポンプのうち1台は

停止し、エコノパイロットを使用しない場合に比べ、最大

90%も電力消費が低下。こうした状況がリアルタイムで

モニターに表示されて、その場で確認できるようになっ

ています。

　使用しないときは、空気を送らずにすむようバルブを

閉めてコンプレッサーの負荷を抑えるエア遮断弁など、

ほかにもさまざまな工夫があり、それぞれが“見える化”

されています。

　工場の照明のスイッチ一つひとつに名札がぶら下がっ

ているのは、照明の消し忘れがないようにと、担当制に

なっているため。これはお金をかけずにすぐにできる対

策として、見学者にも評判。こうした現場レベルでの工

夫もオープンにし、省エネ対策の参考にしてもらってい

ます。省エネルギーのモデル工場として、常にお客様の

半歩先を行っていることが必要だと考え、これからも進

化を続けます。

照明一つひとつに名札が下がっているのは、担当制による照明
の消し忘れ防止対策。システムや機械に頼るのではなく、こうした
一見“地道な取り組み”も省エネにとっては効果的。地道な日常活
動の積み重ねが大きな成果を生むこともあり、また省エネ意識を高
めることにもつながるのです。

お
客
様
と
と
も
に

ソリューション事業部
ファシリティ・マネジメント
事業推進部

大内 俊之
機器の導入だけでなく、地
道な取り組みも含めてオー
プンにしていることが、逆に
お客様の信頼につながって
いると思います。 

YMG甲府工場長室 
総務グループ

戸松 知代
ガイドを担当しています。省
エネルギーのコースではあり
ますが、生産システムや環
境対策の説明も織りまぜて、
メリハリをつけています。

YMG甲府工場長室 
総務グループ

河野 昭三
省エネは“なぜ”と“何を”とを、
地道に繰り返し伝えていくし
かありません。作業や資源
のムダを省くことでもあると気
づいていただければ理解は
早いと思います。

特集 2005
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脳磁計測システムTopics

脳磁計は、脳神経活動に伴って発生する地磁場の10億分の1
という微弱な磁場を、体を傷つけることなく測ることができる装置で
す。臨床検査から研究まで幅広く応用でき、小児てんかん、事
故による脳機能障害、さらにアルツハイマー症や認知症などの早
期発見・治療に威力を発揮すると期待されています。

北陸地域から優秀な技術者を採用
　石川県の金沢テクノパーク内に2006年1月にオープン

した横河電機金沢事業所は、これまで異なる拠点で開発・

製造していた脳磁計測システム、共焦点顕微鏡、創薬支

援装置を1カ所に集約し、これら3本を柱に研究開発から

製造までを行うYOKOGAWAのライフサイエンス部門の

ヘッドクオーター。緑豊かな丘陵地に広がる4万2,000m2

の敷地のなかには、コミュニケーションサイト、リサーチ

センター、テクニカルサイト、ファクトリーサイトと名づけ

られた4つの建物が並んでいます。

　金沢テクノパークは、先端技術産業および試験研究開

発機関といった付加価値の高い都市型産業の促進を図る

ため、金沢市が開発した産業拠点。金沢進出の背景には、

金沢工業大学と共同で脳磁計の研究開発を進めてきたこ

とがありました。行政のサポートや地域企業との密接な

関係も決め手になりました。北陸地方には多くの大学や

研究機関があり、優秀な人材が集まっています。同事業

所では技術者は原則として地元採用する計画で、2006

年3月時点で10数人を新規採用しました。

産学官共同で地域の医療研究の拠点に
　事業所としても、地域住民の皆さんを招いて施設見学

会を催したり、地元森林組合のイベントに参加したり、地

域交流を大切にしています。建物を当初計画の4階建てか

ら低層の2階建てに変更したのも、景観上の配慮からです。

省エネルギー技術の導入や雨水利用、殺虫剤を極力排除

した防虫管理など、環境面でも最大限に配慮し、従来の

建築よりエネルギー消費について23%削減を目指した設

計です。

　各サイトはゆったりと明るいデザイン。社外の医師や研

究者との共同研究の場であるリサーチセンターは、高価

な脳磁計などのシステムを実際に研究に活用することが

でき、論文執筆が可能なゲストルームや学会に対応でき

る会議室も備えています。

　金沢事業所は、石川県内の産学官共同で進める文部科

学省の知的クラスター創成事業「石川ハイテク・センシン

グ・クラスター」にも参加し、早期の認知症診断を支援す

る技術開発の一翼を担うことになっています。雇用や経

済面だけでなく、地域の科学技術・医療技術の発展にも

大いに貢献できると考えています。

2006年1月 金沢事業所オープン
世界最先端の医療研究と製品開発の基地へ
金沢事業所は、YOKOGAWAのライフサイエンス部門のヘッドクオーターであるばかりでなく、
北陸地域における産学官の協力による医療研究開発拠点として、積極的に地域との協働を進めています。

地
域
と
と
も
に

特集 2005 ● 地域とともに　良き隣人としての企業を目指すYOKOGAWA

知と技術の橋渡しとなる
事業所を目指します

私たちは脳磁計をはじめとする
医療機器やその周辺機器など、
製品は作りますが、それを実際
の診断や治療にどのように応用
するかというアプリケーションは、
医師や研究者の領域だと思っ
ています。リサーチセンターを活
用していただき、そこでの研究
成果をテクニカルサイトでの製品
やシステムの開発に活かし、ファ
クトリーサイトで実際に製品化す
るという一貫した流れで実用化
に結びつけます。

金沢事業所長  小澤 正和
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平田 裕美子

横河ファウンドリーでは、知的障害をもつ社
員が職業生活において自立していけるよう作
業を工夫したり、職域拡大に取り組んでいま
す。また、社員も積極的にチャレンジしてお
り、各自が自分の役割を認識して行動してい
ます。

吉原 直樹

出産時の休暇や育児休業・時短などの規
定は、国の法律が整備される以前から導入
しており、法律よりも手厚くなっているものも
あります。さらに子どもを育てやすい環境を整
備していこうということで保育所の開設を考え
たという経緯があります。

知的障害者だけでなくさまざまなハンディキャッ
プのある方の採用にも取り組んでいます。身
体的なハンディキャップを持った方は横河電
機本社にも関連会社にもたくさん働いていま
すので、社内のバリアフリー化にも気を配り、
環境を整えています。

高齢者・障害者の働く場づくり
　YOKOGAWAは定年後の再雇用についてすでに30年を

超える実績があります。1975年に横河事業所(その後

横河エルダーに社名変更)という、定年退職者が働ける

場を提供するための会社を設立。働く意志を持っている

方には、働いていただき、技能や経験を大いに活かして

もらいたいというのがそのコンセプトでした。その機能

は現在横河ヒューマン・クリエイトにそのまま受け継がれ

ています。

　一方、関連会社の横河ファウンドリーでは知的障害をも

つ21人(うち武蔵野事業所18人、関西事業所2人、甲府

事業所1人)が働いていて、グループ内の仕事を中心に、

不要になったパソコンや測定器の解体、名刺やゴム印・

製品に取り付ける銘板の作成、パソコンのデータ入力、

工場での部品ピッキング作業、パンや弁当の販売、社内

便配り、グラウンドの清掃などさまざまな作業に従事。そ

れぞれの適性や能力に合わせて複数の作業をローテー

ションでこなしています。横河ファウンドリーは利益も上

げており、ビジネスとしても成り立っています。

武蔵野市と協力し保育所を開設
　2006年9月1日には横河電機本社からほど近い一角に

保育所「ポピンズナーサリー武蔵野」を開設。これは未来を

担う次世代育成支援の一環としての取り組みで、武蔵野市

と共同で検討を進めてきたものです。横河電機が土地と建

物を提供し、運営は民間の保育サービス会社が行います。

園庭もあり、車での送迎もできるよう駐車場も完備。東京

都認証保育所で、近隣の住民だけでなく社員も利用でき、

社員の支援という側面も持っています。

　横河電機では出産・育児休職後に復帰する割合が

90%以上と非常に高く、これは女性の働きやすさを表し

ているのではないかと考えています。

　社長の内田はつねづね「雇用の安定が品質の安定に

つながる」と語っており、安心して働ける職場環境の整

備が良い製品作りに不可欠という姿勢が雇用に対する考

え方にも貫かれています。

誰にとっても働きやすい職場を整備
雇用の安定こそが品質の安定をもたらす
YOKOGAWAでは、社会に先駆けて高齢者雇用、障害者雇用、次世代育成などに取り組んできました。
「人が成長することは会社が成長すること」を基本に、人を最も大切な財産ととらえています。

地
域
と
と
も
に

相澤 動太経営管理本部人財総務
センター長

アビリンピック全国大会で金賞を受賞した
横河ファウンドリー  橋本 良弘

Topics

アビリンピックは障害者の技能オ
リンピックです。2004年9月入
社の橋本がパソコン入力の部で
アビリンピック東京大会に出場し
たのは翌年の2005年2月。そこ
で金賞をとり、10月の全国大会
に進みました。「全国大会では最
初は難しいと思ったけれど、自分
を信じて課題を進めていったらま
た金賞をとることができて、本当
にびっくりしました」と受賞の喜び
を語ってくれました。ふだんは名刺作り、データ入力、パンや弁当
の販売、一般事務など、いろいろな作業をこなしています。なかで
も名刺作りがいちばん得意な仕事と自信を持っています。

人財総務センター
人財開発部

人財総務センター
人財開発部

特集 2005
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中国のYOKOGAWA
グループによる里親制度

Topics中国レスポンスセンターが
オープン

Topics

中国の横河製品のアフターサービスを迅速に行うことを目的に、2005
年6月、上海の淮海中路にある上海拠点内にレスポンスセンターがオー
プンしました。ここでは中国各地の営業、サービス部門、横河電機本
社内にあるグローバルレスポンスセンターと連携しながら、広大な中国全
体のアフターサービスを担当。現在は5名体制で電話・電子メールによ
る問い合わせに対応しています。今後、技術サポートスタッフをさらに増
強する計画です。

環境マネジメントシステムを中国でも展開
グローバルな姿勢で世界の需要に応える
2002年に設立された横河電機(蘇州)有限公司での、先進的な環境マネジメントシステム導入をはじめ、
YOKOGAWAは中国においても数々の環境保全活動、社会貢献活動を行ってきました。
ここではその一部を紹介します。

伝統ある水の都・蘇州に完成した生産拠点
　中国東部、揚子江が形成したデルタ地帯に位置する蘇

州市。歴史ある水の都だが、いま中国で最もダイナミッ

クに発展を続ける都市の一つでもあります。沿海部の大

都市上海とは高速道路を使って1時間ほどで結ばれ、地

の利もあり世界中から数多くの企業が進出しています。

　蘇州東部には、1990年代に中国・シンガポール合弁に

より開発された蘇州工業園区があります。260㎢という広

大な敷地に、コンベンションセンター、ホテルやショッ

ピングセンターも備えたハイテクインダストリアルパー

ク。高層住宅地区、学校、公園やスポーツ施設もあり、緑

が豊かな、旧市街とは趣の異なる未来型の新しい街です。

中国における地域統括会社として横河電機が100%出資

の横河電機(蘇州)有限公司(以下YCS)が設立されたのは、

2002年のことです。その場所として選ばれたのが、この

蘇州工業園区でした。

操業当初からYOKOGAWAのEMS規程を導入
　2003年10月には操業を開始し、環境マネジメントシ

ステムの確立など、YOKOGAWAグループの環境マネ

ジメント基本規程に則った環境対応を前提とした活動を

行ってきました。

　2004年5月にはISO14001の認証を取得、その後3回

の定期審査を受けています。

　年度ごとにCO₂排出削減率、廃棄物の循環資源化率、環

境汚染物質の削減などの目標を立てて、実績を積んでいま

す。エネルギーや水の消費、温湿度、コンプレッサの運転

状況などは、中央管理システムにより常にモニターされ、省

エネルギーや省資源に寄与しています。また排気ガスを高

精度排ガス洗浄塔に通すことで、有害物質濃度は中国の法

中国では義務教育にも学費負担があり、農村や内陸部の貧困地域を
中心に家庭の事情で小学校に行けない子どもたちがいます。中国の
YOKOGAWAでは、これまで中国各地で行っていた社会貢献活動を一つ
にまとめ、社員に呼び掛け、学費を負担して就学を助ける活動「横河希望
会」を立ち上げました。学費は地域によって異なり、一人あたり年間100～
300元。卒業までの6年間(地域によっては5年間)継続が前提。2006年
4月現在で、賛同者数は中国のYOKOGAWA全体では1,511名(うち日本
人駐在員49名)で、支援金総額はおよそ11万元(約153万円)、653人の
児童を支援しています。上海の横河電機（中国）商貿有限公司が事務局と
なり、各地の活動や情報を集約。息の長い活動にするため、連絡会を設
けています。

里親制度の事務局で
活動を集約する、横
河電機（中国）商貿有
限公司経営管理本部
総務人事部の謝政、
竹ノ内弘典、関丹(左
より)。
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令で定められている基準の1/10、排水中の有害物質も同

じく1/3に抑えており、表面処理で使用する洗浄水などの

90%以上を循環再利用しています。有害物質に関しては

塗装工程におけるトルエン・キシレンの全廃はすでに達

成、2006年10月にはめっき工程におけるシアンフリー

を実現する予定です。また、EUのRoHS指令対象6物質

についても、YOKOGAWA全体の取り組みと歩調を合わ

せて、プロジェクト体制を構築し取り組んでいます。

　社員への環境教育はもちろんのこと、蘇州工業園区の管

理委員会と協力して環境パンフレットを作成し、園区内の

住民に配布しました。またYCSの環境報告書もお客様や近

隣住民の皆さんに配布しています。環境報告書は今後、中

国内の資材調達先にも配布し、日系企業との連携も構築し

ながら、環境保全活動を広げていきたいと考えています。

広見 公正

主に記録計と流量計を素材加工から組立まで一
貫して生産し、グローバルに提供することがYCS
の使命です。品質・生産能力・納期において、
日本と同等以上を達成することができました。中
国は急激に発展する一方で、環境やエネルギー
問題に関して厳しい対応が求められるようになっ
ています。法規制を遵守することはもちろん、周
辺企業とも連携して環境保全活動において一歩
でも二歩でも先を行くことを心掛け、世界No.1
工場を目指します。

横河電機(蘇州)有限公司
総経理

寄付に先立って行われた視察の様子。子どもたちの中央が里親制度の活
動を広めた横河電機（中国）商貿有限公司 董事長の笹田 学。訪問した
青海省は中国中央部、新疆ウイグル自治区やチベット自治区に隣接し、平
均標高が3,000ｍの高地。青海省では3つの小学校を訪問し、視察と同
時に学習図鑑の贈呈も行いました。
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蘇州横河電表有限公司の社員が
植樹ボランティア活動に参加

Topics

蘇州横河電表有限公司では、2006年3月12日、「植樹デー」のボラン
ティアに応募した社員とその家族45人が、専門家から指導を受け、定
められた植林地に、蘇州市の木である楠などの苗木を50本植樹。工
業化が進み環境が悪化することを防ぐ意味から、蘇州は中国の中でも
緑化に力を入れており、「植樹デー」は蘇州市が緑化啓蒙活動の一環と
して企業や市民に呼び掛け、毎年行なっているものです。こうした地域
の啓蒙活動を通じて、今後も緑化活動を継続していきます。

横河電機(蘇州)有限公司での環境活動を推進する、高木工場管理部長、田中
製造技術・管理部長、広見総経理、陳品証副部長、孟総務課長(後列左より)と、
品証部の劉、総務部の董(前列左より)。

世界最大の
流量計を製造

横河電機(蘇州)有限公司では口
径2.5mm～2,600mmの流量計
の製造を行っています。実流試験
では実際に水を流して校正(精度
の確認)を行っており、地上タンク
に蓄えられた約1,000tの水を一気
に流します。口径2,600mmの流
量計では、水は約30秒ほどで流れ
てしまい、その水はパイプを通して
地下の別のタンクへ貯められ、ポ
ンプで元の地上タンクへ戻され再
利用されます。
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